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人と人を結ぶＵ作杉尾尚子

そ
れ
な
ら
、

寄
付
も
で
き
て
、

税
金
も
控
除
で
き
て

無
駄
が
な
い
わ
ね
。

シリーズ～ＮＰＯへの素朴な疑問～＜第３回＞

NPO法人だけがNPO？
ネットストーリー

あ
な
た
も
一
緒
に
参
加
し
ま

琵
琶
湖
を
守
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
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市民＆企業＆行政ネット

め･と･て｡とねっと
クルーレス｡ソーラーボート協会事務局

子ども達に科学技術とのふれあい、
創作や工夫できる喜びを提供したい。
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伝言板９月。、月

おうみﾈｯﾄリレーエツセイ環
境
問
題
に
は
関
心
が
あ
る

ん
だ
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
時
間
が
な
い
の
よ
・

で
は
、
我
々
の

環
境
保
全
活
動
を

支
援
す
る
寄
付
で
も

い
い
ん
で
す
が
。

そ
う
か
！

寄
付
と
い
う
参
加
の
仕
方

も
あ
っ
た
わ
ね
。

そ
う
か
！

寄
付
と
い
う
参
加
の
仕
方

も
あ
っ
た
わ
ね
。

い
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'センターインフォメーショ

おうみ市民活動屋台村のご案内
新刊書籍紹介ほか
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ﾌｫﾒ

私たちがんばってます!ＮＰＯ

●カワセミ自然の会

●大津京駅改名の会

●医をめぐる勉強会

一ション’

と
こ
ろ
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
付
す
れ
ば
、

税
金
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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の
メ

「
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淡海ネットワークセンターは､県内の市民活動､NPOをサポート･ネットワークしています。
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１号

ぼ
く
、

参
考
書
の
お
金
、

無
駄
に
な
る
か
ら

寄
付
し
よ
っ
と
。

寄
付 NC，

●スボットライ
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【彰フ

特定非営利活動促進法（いわゆるＮＰＯ法）が施行されて以来、全国で

4,350のＮＰＯ法人(2001.7.6現在)ができている。草の根の市民団体が法人格

がなく、契約の主体や所有の主体となれなくて困っていた時代と比較する

と、時代の流れというものを感じる。

ＮＰＯ法ができたことにより、新聞をはじめとするマスコミにもＮＰＯが頻

繁に登場し、これまでNPOの世界とは無縁だった人たちも何となくＮＰＯ

という言葉に違和感を感じなくなっているという点では、非常に喜ばしい。

ＮＰＯとはそもそも民間非営利組織（団体）で、営利をIl的とする「会社」

に対比する言葉として使われる。非営利というと金儲けをしたらダメなの

かというと、そうではなく、ここでいう非営利とは、儲かった場合に利益

を分配しないということだ（実際には、儲からない社会サービスであるこ

とが多いが)。ＮＰＯのそういう本質的なところを理解せずに、需葉だけが

一人歩きしている場合がある。さらに、ＮＰＯ法人だけをＮＰＯと考える人

たちも多いということだ。

１－１水では制度上の非営利法人は、民法で規定されている社団法人・財団法

人をはじめとして、社会福祉法人、学校法人、唯協法人、労働組合、農協

など多数あり、こうした団体を含んで広義のＮＰＯであると言われている。

しかし一般的には、市民活動団体、市民公益団体、巾民ljl体と呼ばれてい

るものを淵す場合が多い（狭義のNPO)。

こうした市民団体は法人格を持たないものが圧倒的に多い。しっかりとし

たNPOとしての活動をしているにもかかわらず、NPO法人でないために、

自分たちのことをＮＰＯだと認識していないＮＰＯが多いのに驚かされる

ことがある。ＮＰＯ法人は、当然法人としての義務を負い、情報公開も義務

づけられているが、法人格を持たなくても社会的信川を得て活動している

ＮＰＯも多い。

要は、ＮＰＯの真価は法人格の有無にあるのではなく、そのﾛ1体がどのよう

な組織で、どのようなミッションに基づき、どのような活動を黄任を持っ

て行っているかという点にあると思われるのだが…。

(市民熱人）

壇

■
国

ヨ

●
＝

第S回ＮＰＯ法人だけがＮＰＯ？



Ｆ１ロ

のﾉ&〃多此彦型おうみネット

レースに参加する子ども
の真剣な眼差し。

ロ『

次回はKBS滋賀ラジオ

ディレクターの

小林秀野さんです。

、
４とねっ 市民＆企業＆行政ねっと

子ども達に科学技術どのふれあい、
創作や工夫できる喜びを提供したい。 クルーレス・ソーラーボート協会事務局

参加者も150名を超え、遠くは北海道からかけつける人も…。そん

な熱い声援に応え大会を継続するために、３年前、クルーレスソー

創業１９７９年以来、オプテックス

株式会社は、赤外線応用技術を核に

した独創的な製品開発で世界的に市

場を開拓、急成長を遂げてきました。

オーパルはオプテックスの新規事業

分野として１９９０年に開業。琵琶湖

をフィールドにした２１世紀型レジ

ャー施設を目指すアウトドアスポー

②

緯 ラーボート協会を設立、事務局が

オーパル内に設置されました。|~将

来は全国の強者が琵琶湖で決勝戦

を行う全国大会が開けたら。さら

には国際大会も」と、山脇事務局

長は夢を膨らませます。大会には

’

凸

悪
ｰ

i11％
琵琶湖を囲む遊びのネットワーク

を作りたいと山脇秀難さん。 ツクラブです。同社の小林散社長ら

を中心に企業・行政・研究者などの異業種交流会「遊湖の会」が結

成され、それが中心となって若者の科学技術離れを解消しようと５

無人で自律航行するソーラーボー琵琶湖と一体感を味わうカヌー体験。

卜による競技もあり、高度な技術力を競います。今後、航行しなが

ら琵琶湖の水温や水質を測定すればポイントがアップするといっ

た、びわ湖の水環境にも配慮した競技の膨らみも考えられています。

一方、秋には恒例のオーパル祭を企画中。子ども達に気球やカヌ

ー、新しいメニューとしてペーロンなどの試乗体験のほか、親子で

楽しめるフリーマーケットなどを予定。環境の世紀２１世紀にふさ

わしい新しい技術や自然との出会い、創作や工夫できる喜びそして

チャレンジ精神を培う、子ども達の目がキラキラと輝く体験学習の

場を提供するオーパルの取り組みにエールをおくりたいと思いま

す。

年前からクルーレスソーラーボート大会を

開催しています。

クルーレスとは“船員がいない”のという

意味で、模型のソーラーポートを作りレー

スを楽しみ、子ども達に異世代と交流しな

がら’‘ものづくり”を通じて、大切なびわ

湖と環境にやさしい太陽エネルギーに親し

んでもらおうというねらいです。最近では、

｢晩年の楽しみは全国行脚！」

可
．
因

■
■
戸

ﾛ懲帝纏源〒２t樵講飼撫訂織鯛胤iw…rso,a”

まちづくり役場事務局長

山崎弓ﾑ子

Ｌ ‘a寧一

ｈ
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巴,_

爵
も

ｐ
寺
み
、
ト
Ⅱ
ｌ
Ｐ
Ｉ
ｂ
ｂ
ｐ
Ｉ

ま
ち
づ
く
り
役
場
は
、
民
間
で
運
営
す
る
非

営
利
団
体
で
あ
る
。
平
成
旧
年
に
立
ち
上
げ
て

３
年
目
に
な
る
が
、
研
修
の
た
め
来
て
く
れ
た

県
外
の
行
政
職
員
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
今
の

私
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
愛
知
県
、

大
分
県
、
沖
縄
県
、
福
岡
県
な
ど
な
ど
。
優
秀

で
心
優
し
い
彼
ら
は
、
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
ま
ち
づ
く
り
役
場
の
知
恵
袋
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
か
ら
工
ｌ
ル
を
お
く
り
続
け
て
く
れ
て

い
る
。
赴
任
直
後
、
曳
山
ま
つ
り
の
若
衆
に
借

り
出
さ
れ
、
わ
け
わ
か
ら
ず
に
長
浜
の
夜
の
ま

ち
を
走
り
回
っ
た
彼
ら
が
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

意
蚕
つ
つ
確
か
な
歩
み
を
見
せ
、
卒
業
の
こ
ろ

に
は
舷
し
い
ほ
ど
差
し
く
な
っ
て
い
た
。

終
戦
の
前
の
年
に
生
ま
れ
、
あ
と
３
日
で
翫

歳
と
い
う
我
な
が
ら
ギ
ョ
ッ
と
す
る
年
齢
に
達

し
て
し
ま
っ
た
私
。
晩
年
は
彼
ら
の
里
を
順
繰

り
に
訪
ね
る
「
た
ら
い
回
し
」
の
旅
が
し
た
い
。

こ
れ
は
私
に
し
か
出
来
な
い
全
国
行
脚
で
は
な

い
か
と
、
ひ
そ
か
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
幸
せ
な
気
分
に

浸
っ
て
い
る
。

2堂,冒専



件
が
明
文
化
さ
れ
た
か
ら
今
後
ど
の
よ
う
に
改
正
し

て
い
け
ば
よ
い
か
訴
え
て
い
き
や
す
い
。
後
退
部
分

は
、
「
制
度
が
で
き
た
か
ら
そ
れ
で
よ
い
で
は
な
い
か
」

と
い
う
、
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
点

と
、
そ
れ
か
ら
や
は
り
、
認
定
要
件
が
厳
し
い
こ
と

で
す
。
そ
の
理
川
の
一
つ
と
し
て
、
州
統
財
産
の
寄

附
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
見
プ
ラ
ス
に
見
え
ま
す
が
、
認
定
要
件
で
、
６
親

等
内
の
血
族
と
配
偶
者
、
３
親
等
内
の
姻
族
か
ら
の

寄
附
は
１
者
か
ら
の
寄
附
と
し
か
み
な
さ
れ
ず
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ
ス
ト
に
ま
す
ま
す
通
り
に
く

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
砺
務

負
拠
が
大
き
す
ぎ
る
点
も
問
題
で
す
。
鞭
紫
収
入
を

中
心
に
せ
ず
、
寄
附
を
受
け
て
活
動
し
よ
う
と
い
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
規
棋
が
小
さ
く
、
認
定
の
弧
務
負
拙
が
あ

ま
り
に
も
大
き
い
と
、
認
定
申
請
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
働
か
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

国
税
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
し
て
寄
附
を
行
っ
た
個
人
ま
た
は
法
人

が
、
所
得
税
、
法
人
税
お
よ
び
相
続
税
の
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
⑩
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
制
度
の
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
に
日
本
型
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ボ
ー
ト
テ
ス
ト

（
注
１
）
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
の
税
優
遇
制
度
に
比
べ
画
期
的
な
点
が
見
ら
れ
る
反
面
、
多
く
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
は
制
度
に
対
す
る
不
満
が
出
て
い
ま
す
。
制
度
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
改
善
を
求
め
て
い
く
の
か
な
ど
、
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
す
る
税
・
法
人
制
度
改
革
連

絡
会
』
の
世
話
団
体
・
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
早
瀬
昇
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

⑨

「
而
一
』

◇
今
回
創
設
さ
れ
た
制
度
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

早
瀬
一
蒲
で
言
え
ば
．
歩
前
進
、
五
歩
後
退
」

で
す
。
認
定
要
件
が
明
文
化
さ
れ
、
特
定
公
益
瑚
進

法
人
（
注
２
）
の
認
定
の
よ
う
に
、
行
政
の
「
裁
雌
」

が
働
か
な
い
点
は
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
条

◇
ま
ず
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
す
る
税
・
法
人
制
度

改
革
連
絡
会
」
の
動
き
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。早
燕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
兇
脱
し
と
併
せ
、
特
地
で
勉
強

会
を
開
催
す
る
な
ど
（
お
う
み
ネ
ッ
ト
２
０
０
０
年

５
月
号
ト
ピ
ッ
ク
ス
参
照
）
昨
年
の
皿
月
ま
で
活
発

に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
廻
月
に
与
党
税
制
調
査

会
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
あ
と
は
、
制
度
の
解
釈
作

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
認
定
の
事

例
を
積
み
上
げ
、
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⅲ
｜
洲
津
緬
馳
謝
罰

お話をうかがった大阪ボランティア協会の早瀬昇さん

１
１

◇
今
回
の
制
度
で
は
「
み
な
し
寄
附
」
制
度
（
注
３
）

が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
。

早
瀬
「
み
な
し
符
附
」
制
度
は
、
逆
兇
戒
し
論
Ⅱ

廃
止
論
も
あ
る
Ⅱ
本
独
ｎ
の
制
度
で
あ
り
、
巾
間
法

人
制
度
や
民
法
別
条
改
正
の
動
き
と
い
っ
た
大
き
な

流
れ
も
見
据
え
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
郡
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
認
定
さ

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
規
棋
に
応
じ
て
、
無
条
件
で
寄
附
控

除
を
認
め
た
り
、
簡
易
巾
舗
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
税
と
い
う
制
度
を
使
っ
て
「
市
民

が
自
ら
の
手
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
価
依
を
創
り
出
す
こ

と
を
誘
導
す
る
」
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
こ
れ
で
は
、
寄
附
を
通
じ
て

よ
い
社
会
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
半
減

し
て
し
ま
い
ま
す
。
制
度
を
創
っ
た
側
に
「
こ
の
制

度
を
通
じ
て
ど
ん
な
社
会
を
実
現
し
た
い
か
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。



2．創設された税制上の優遇措置の内容
(1)法人が寄附した場合(法人税）
法人が認定ＮＰ()法人に対し寄附したjﾙ合、・般の寄附金の蝋
金算入限度額とは別に､特定公益1W進法人に対する滞附金の額
と合わせて批金算人限度額の範IＩI内で批金算入されます。

一 一

ツトのﾉ&〃此謬おうみネ 」

◇
よ
り
よ
い
制
度
を
目
指
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

運
動
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

早
瀬
ま
ず
、
今
の
制
度
で
満
足
し
て
は
ダ
メ
で
す

ね
。
細
か
い
除
外
規
定
が
少
し
緩
く
な
れ
ば
、
も
っ

と
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
認

定
要
件
で
、
「
受
入
寄
附
金
総
額
の
２
％
を
超
え
る
部

分
」
が
「
総
収
入
総
額
の
２
％
」
と
な
っ
た
だ
け
で
、

救
わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
く
出
て
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側

も
自
分
た
ち
の
総
理
を
公
開
し
、
「
こ
う
い
う
条
件
だ

か
ら
巡
ら
な
い
。
で
も
、
ｎ
分
た
ち
は
こ
う
い
う
繋

業
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
条
件
で
も
通
る

よ
う
に
制
度
を
変
え
よ
う
」
と
群
観
的
な
躯
笈
を
持

っ
て
動
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
た
め

に
は
、
や
は
り
脚
分
た
ち
が
税
制
度
に
関
心
を
持
っ

て
自
分
た
ち
で
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
私
の
個
人
的
な
意
見
で
す
が
、
柑
統

部
分
と
一
般
寄
附
を
分
け
る
と
親
族
要
件
が
別
に
な

り
、
条
件
が
緩
く
な
り
、
救
わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

税
制
度
に
関
す
る
巡
動
が
も
う
一
つ
盛
り
ｔ
が
ら

な
い
の
は
、
事
業
収
入
を
主
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
寄
附

と
い
う
こ
と
で
す
。

れ
る
よ
う
な
制
度
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
同
の
日
本
型
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ

ス
ト
で
は
、
寄
附
の
多
さ
だ
け
で
決
め
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
「
本
来
事
業
収
入
」
を
多
く
得
て
い

る
と
こ
ろ
も
税
優
遇
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
の
制
度
で
は
、
そ
の
議
論
が
全
く
さ
れ
な
か
っ
た

(注1）パブリックサポートテスト

ＮＰＯが行政や助成財側、企業、個人など多くｃ

らの袖助金や助成金、寄附などを受けているか、

〆 、盟定謂定非営利活勧濫人に係る
融扇垂⑳蒋例摺国の概要

1.認定特定非営利活動法人とは
特定非営利活動促進法鋪2条第２頃に肌定する特定非鴬利活動法
人のうち､その遮衡組織及びﾘi雌活動が適112であること､itぴに公雑の

琳進に盗することにつき・だの典1'1:を満たすものとして､凶税庁腿1.;の
認定を受けたものをいう。

◇
市
民
活
動
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

早
瀬
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
今
後
、
事
業
収
入
を
重
視
す
る
形

と
よ
り
多
く
の
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
大
き
く
２
つ
の
方
向
に
分
か
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
後
背
は
も
っ
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
事
業

展
開
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
重
要

に
細
っ
て
い
な
い
か
ら
、
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
側
の
制
度
は
助
成
金
を
多
く
得
て
い
る
と
、

認
定
を
受
け
に
く
く
な
る
た
め
、
「
関
係
な
い
」
と
思

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
戦
線
離
脱

し
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
運
動
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
の
は
、
支
え
る
剛
が
ど
れ
だ
け
厚
い
か
だ
と
思
い

ま
す
。
我
業
収
人
も
大
切
で
す
が
、
「
寄
附
」
と
い
う

一
つ
の
媒
介
に
よ
っ
て
「
鞭
業
の
何
分
の
一
か
は
市

民
の
共
感
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
組

織
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
市
民
社
会
の
発
展
に
と
っ

て
、
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

☆「図解・ＮＰＯ支援税制がよくわかる本』が

出版されました。詳しくは「センター・インフ

ォメーション」をご覧下さい。

’
(2)個人が寄附した場合(所得税､相続税）
①個人が行った認定ＮＰＯ法人に対する寄附
個人がI認定ＮＰＯ法人に対し寄附した場合､その寄附に係る支
出金は特定寄附金とみなして寄附金控除の適川が認められます○

③

ＮＰＯが行政や助成財側、企業、個人など多くの将か

らの補助金や助成金、寄附などを受けているか、どれ

だけ多くの荷から支援を受けているかによって公益性

を判断する。
■●●｡●◆字■●■●●●●●●●■&■■も■a●■●■■■■◆凸ゆ●●●ｐ‐ゆ●●ＣＤＣ●●■●ご●●●●■｡｡●■■●吟■｡●巴●巳｡ｐg

(注2）特定公益増進法人
公豊法人のうち、狩定の公幾を埴進するものとして遡

定された法人で、税制上の優遇を受けることができる。

公益法人全体の３％程度しか認定されていないのが実
状‘，

■句色■p■●■■●■●●●■●■●●○Ｆ●■●●■●Uも●｡□ご白②■●■■●｡●■●●｡●●●●●●●●｡●｡●●●◆●■Ｇｄ●●■■●

(注3）みなし寄附制度
公蛙法人が収益ﾘＩ業によって得た責金を非収益（公益）

,Ⅱ業に支出した場合、－－定割合を収益ﾘ#業にかかる寄
附金とみなして拙金悼入できる制腿，

lノ

②机続人等が行った認定NPO法人に対する棚統財産等の寄附
州統又は遺蝋により財雌を取得した瀞が､,認定ＮＰＯ法人に対し、

取得した財産をMW与した場合には､その１ＭIj･をした財産の価格
は相続又は巡州に係る机続税の1裸税仙i格のI汁算の雅礎に算
入されません。

個人が相続･遺贈財産を寄附した場合

国又は地方公共団体

特定の公益法人

認定NPO法人

相続税課税価格

【所得の25％－１万円】まで所得控除可

法人が寄附した場合

国又は地方公共団体

指定寄附金

一般寄附金

特定公益増進法人

認定NPO法人

損金算入限度額

全額損金算入可

損金算入可(限度額有）

一般寄附金と同額まで損金

算入可（一般寄附金とは別枠）

個人が寄附した場合 控除限度額

【所得の25%－１万円)まで所得控除可
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⑱
カ
ワ
セ
ミ
自
然
の
会

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

毒
帝
鋤

急亨
鮮参

の
提
案
を
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

と
い
う
お
二
人
の

お
話
に
、
ぜ
ひ
一

度
私
も
観
察
会
に

参
加
し
て
み
た

い
！
と
い
う
思
い

に
か
ら
れ
ま
し

た
。（
柵
集
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
谷
口
久

美
子
）

③代表であるご夫婦とその子どもたち。観察会では子ど
もさんを連れての家族総出の観察会となると言う。

§

で

⑤

／圭乎j再Zr罫雲＝

.溌
③代表：橋詰幸樹さん・橋詰純子さん

連絶先：滋賀郡志賀町中浜478-1-40ｅ

電話・ＦＡＸ：077-594.4453

設立：1991年

会員：５０人

i蕊rｊｌ

③漂着物ウオッチングをしている観察
会の風景、

ど
だ
と
か
。

活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
に
し
て
き
た
真

野
川
の
改
修
工
事
を
目
前
に
控
え
、
「
改
修

に
反
対
で
は
な
く
て
、
人
や
生
き
物
に
と
っ

て
『
よ
り
良
い
川
』
に
な
る
よ
う
な
改
修
を

し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
『
こ
の
川
は

楽
し
い
よ
』
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
改
修

、2ケ月に１回発行している

「カワセミ通信」

。,回

亀

な広名学参かてな時恩で
〈が程ん加佃らいくもう、
、り度で蒋性学ま、、こ子
京、。きの．蝦ぶすｉ・大とど
阪毎公た人かこ・ど入もも
神１１'１弊とたなと逆ものたが
かのはいちスがにの側<一
ら観しいとタ多そ感かさな

簾識然:灘
者はた会歩、墾子せをまう
が県が貝きいどる与すし
訪内１１は、ろもよえ･て
れだ．現一いのうるそ？
るけミ在緒ろ机Ｉこのんｰ
ほでで５０にな点しでなと

一
身
近
な
自
然
に
、
お
も
し
ろ
い
も
の
、
不

思
議
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
ま
わ
り
の
人
達
に
も
知
っ
て
ほ
し
い

．
・
・
そ
ん
な
思
い
で
こ
の
会
を
始
め
ま
し
た
」
。

橋
詰
幸
樹
さ
ん
が
自
然
の
お
も
し
ろ
さ
や
不

思
議
さ
に
ひ
か
れ
始
め
た
の
は
、
妻
の
純
子

さ
ん
に
誘
わ
れ
て
１
人
で
あ
ち
こ
ち
歩
く
よ

身
近
芯
自
然
嘩
謡
も
し
ろ
さ
、
不
思
議
さ
壷
、
多
く
の
人
に

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
、
も
っ
と
み
ん
な
が
イ
キ
イ
キ
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
か
Ｉ
そ
ん
な
素
敵
な
夢
を
現
実
の
も
の

に
す
る
た
め
に
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
。
環
境
・
福
祉
・
子
ど
も
・
ま
ち
づ
く
り
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・

滋
賀
県
に
新
し
い
風
を
お
く
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
市
民
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
ヶ
月
に
１
回
の

定
例
観
察
会
に
は
、

幼
稚
園
児
か
ら
而
歳

を
超
え
る
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
「
観
察
の
巾
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一

おうｉ のﾉﾘ，〃歩 ﾉﾚ色zｆツトみネ 』

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
西
大
津
駅
。
発
掘
調
査
の
結

果
、
こ
の
あ
た
り
は
古
の
都
の
跡
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
６
６
７
年
、
天
籾
天

皇
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
大
津
京
の
跡
で

す
。

「
５
年
ほ
ど
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
大

津
京
は
蕊
明
期
に
日
本
の
国
家
づ
く
り
の
実

験
が
行
わ
れ
た
舞
台
で
す
」
。
い
ま
、
『
西
大

津
』
の
駅
塙
を
『
大
津
京
』
に
変
え
よ
う
と

運
動
を
進
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
『
大
津
京
駅
改
籍
の
会
』
の
鈴
木
靖
将

蛎
務
局
長
は
、
熱
っ
ぽ
く
語
り
ま
す
。
「
無

秩
序
な
開
発
が
進
ん
で
街
の
風
景
が
様
変
わ

り
し
ま
し
た
が
、
こ
の
地
に
古
の
都
が
あ
っ

た
と
い
う
歴
史
の
蛍
兎
な
那
突
を
忘
れ
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
。

駅
名
を
変
え
る
運
動
が
具
体
化
し
た
の
は

昨
年
２
月
の
こ
と
で
、
賛
同
す
る
人
た
ち
３

万
９
千
人
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

万
葉
を
題
材
と
す
る
日
本
画
家
で
あ
る
鈴

木
さ
ん
は
、
「
淡
海
は
『
恋
歌
な
ど
数
多
く

の
万
葉
の
歌
が
詠
ま
れ
た
ロ
マ
ン
の
地
』
で

あ
り
一
．
日
本
の
支
援
虚
し
く
白
村
江
の
戦
い

で
壊
滅
し
た
而
済
の
人
た
ち
が
渡
来
し
て
き

た
文
化
伝
来
の
国
際
的
な
地
・
一
な
の
で
す
」

と
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
駅
の
禍
を
変
え
る
と
い
う
の
は
出
発
点

で
す
。
た
だ
駅
名
を
変
え
る
の
が
目
的
で
は

な
く
、
そ
れ
を
起
爆
剤
と
し
て
大
津
の
地
に

!'Ｉ

⑥

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
駅
名
か
ら
、

わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
づ
く
ｂ
を
●
大
津
京
駅
改
名
の
会

③代表の中島さん。患者の想いを知りた

い医療関係者の方も歓迎とのこと。

青
‐
望

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
鯉
ら
せ
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
い
で
す
」

し
か
し
行
政
を
動
か
し
、
Ｊ
Ｒ
の
協
力
を

取
り
付
け
る
の
は
、
資
金
の
調
達
も
含
め
て

容
易
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
か

け
た
粘
り
強
い
活
動
が
必
要
で
す
。
５
月
に

は
市
民
の
合
意
を
形
成
し
て
い
く
一
歩
と
し

て
、
大
津
京
の
遺
跡
を
訪
ね
る
「
大
津
京
を

歩
く
会
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

「
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
名
前
、
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
せ
る
駅
名
。
そ
こ
か
ら

心
が
わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
る

の
で
す
」

古
代
日
本
文
化
の
紫
明
の
地
大
津
に
、
今
、

新
し
い
時
代
の
胎
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
口
行
雄
）

会長：竺文彦

市務局：大津市長等1丁目2-21（鈴木宅）

電話：077-522-8811

股立二2000年２月

会員：４０名

'一．添繍辱飛;１噸

医を睦毒墨融輔雲

③莱務局長の鈴木さん 卜「初夏の「大津京」

を歩く」の様子

厳
し
い
状
態
の
患
者
さ
ん
か
ら
の
連
絡
も
あ

う
の
で
し
ょ
う
か
…
」

同
じ
よ
う
に
医
療
に
疑
問

を
持
ち
、
自
分
達
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
集
ま
っ
た

患
者
が
始
め
た
の
が
、
こ
の

「
医
を
め
ぐ
る
勉
強
会
」
で

し
た
。
勉
強
会
は
一
一
・
ヶ
Ⅱ
に

信
楽
町
在
住
の
中
島
陽
子
さ
ん
は
乳
が
ん

を
発
病
、
手
術
を
経
て
、
現
在
「
医
を
め
ぐ

る
勉
強
会
」
の
代
表
と
し
て
、
講
演
会
の
開

催
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
と
多
忙
な
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。
５
年
前
、
中
島
さ
ん
は

乳
が
ん
と
出
会
い
ま
し
た
が
、
医
療
現
場
に

患
者
に
対
す
る
精
神
的
フ
ォ
ロ
は
な
く
、
患

者
と
し
て
も
な
か
な
か
思
い
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
お
医
者
さ
ん
は
患
者
に
と
っ
て
悪
い
情
報

は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
す
。
忠
肴
に
気
を

遣
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、
そ

れ
が
、
か
え
っ
て
信
頼
関
係
を
無
く
す
と
い

お
互
い
を
知
る
こ
と
で
医
療
と

患
者
の
間
に
風
を
●
医
を
め
ぐ
る
勉
強
会

り
た
い
こ
と
を
率
直
に
ぶ
つ
け
ま
す
。
お
万

思
い
を
素
直
に
語
っ
て
頂
き
、
参
加
者
は
知

鱗:鱗Ｉ

代表：中島陽子

連絡先：甲賀郡信楽町黄瀬2244

電話・FAX0748-83.0924

設立：2000年

会員：３０人

０

れ
ま
す
。
医
療
関
係
者
を
招
き
、
仕
事
へ
の

清
水
奈
美
）

に
も
忙
し
い
合
間
に
、
放
送
大
学
で
心
理
学

の
単
位
を
修
得
し
、
次
は
大
学
院
へ
と
目
標

を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

会
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
、
今
の
問
題
は
、

会
の
定
員
数
。
現
在
釦
人
で
、
会
員
さ
ん
が

多
く
な
る
こ
と
は
嬉
し
い
が
、
話
し
合
い
を

主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
定
員
と
の
ジ

レ
ン
マ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

「
死
を
見
据
え
て
生
き
る
」
と
い
う
視
点

を
持
っ
て
医
療
を
考
え
る
。
命
の
重
さ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
取
材
で
し
た
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

り
、
州
乎
の
心
を
受
け
取
る
と
い
う
気
持
ち

通
す
、
そ
れ
が
会
の
目
的
で
す
。
と
き
に
は

い
を
知
る
こ
と
で
医
療
と
慰
者
の
間
に
風
を

一
度
、
大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

で
会
い
に
行
く
と
い
う
中
島
さ
ん
。
個
人
的

#－－－－

、去る５月には一周年記念訓

瀧会を終え、次回は９月に

「心療内科とホリステイッ
ク医療」の諦演を予定。
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一でヱフエム滋

編集後記、藷うみ市民活動屋含村
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～人と人との出会いが元気の素～

９月２９日（±）３０日（日）の両日、県立県民

交流センター（ピアザ淡海）を会場に、「おう

み市民活動屋台村」を開催します。当日は、ま

ちづくり、環境、福祉、国際交流・協力、芸術

文化などさまざまな市民団体・ＮＰＯが主体的

に実施する交流会・展示・発表会・ワークショ

ップなどの催しがあります。また、３０日には

ビアザ淡海前の大津湖岸なぎさ公園打出の森に

て、フリーマーケットも開催します。みなさん

のご来場をお待ちしています。

【日程】９月29日（±）１３時～１７時

９月80日（日）１０時～１７時

賎n而雛握台、柘万イア蕊

1.図解・NPO支援税制がよくわかる本ｊ

今年１０月より、いよいよNPO法人に関する支

援税制がスタートします。この本では、図解を

ふんだんに使い、今回の支援税制でＮＰＯ法人

が認定を得るための様々な基準や手続きが詳し

く説明されているほか、今後の課題、法律の解

釈に関する用語集、条文まで掲載されています。

支援税制を理解するために必携の－冊です。

B5版１３５頁

大津京駅に改名する会・邪務局長でもあ

る鈴木靖将さんは大津在住の日本画家。

その昔、大津京で詠まれたという万葉の

世界を描くことがライフワークとのこと。

絵をみているうちに万葉の時代に引き込

まれて、まるでタイムスリップしたみた

い。

｢君が行く道の長路を練り畳ね焼き

滅ほさむ天の火も力vも」（狭野弟上娘子）

あまりにも率直で、情熱的な歌。そのみ

ずみずしい感性は、現代を生きる私たち

の心にまで強く響いてきます。恋い焦が

れる気持ちをこんなふうに表現できたな

ら。と何の才能もない自分にふと気が付

いて…。

(編集ボランティア・山川）

Ｂ5版１３５頁

シーズ会員1,200円

一般1‘500円

(送料・振込手数料別）

☆ご注文は下記へ

ファックスでお願いします。

ＦＡＸＯ３－５２２７－２００９

（24時間受付）

☆代金(本代十送料）の
お支払いは、

郵便振替：OO170ワー57B227

「シーズ」までお願いします。
☆問合せ・申込み

！
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■一口＝｡~矧副

、

｢おうみ市民活動屋台村」の準備や運営に関わ

っていただくボランティアを募集しています。

ＮＰＯや市民活動に興味のある方、おうみ市民

活動屋台村に関わりたいと思っている方、一緒

にやりませんか？詳しくはセンターまでお問い

合わせください。

今回の取材は、がん患者の家族として、

また元医療現場従事者として、発言すべ

てが他人事と患えない話でした。｛死、病

気」だれもが避けることのできない事実

です。医について自分から知る姿勢、こ

れからの日本人に必要なのではないでし

ょうか。

(編集ボランティア・溜水）

シーズ・市民活動を支える制度をつくる会
〒１６２－０８２５

東京都新宿区神楽坂2-22かつ田ビル３Ｆ
ＴＥＬＯ３－５２２７－２００ＢＦＡＸＤＢ－５２２ｚ２００９

ノ

募集人数：２０名

日時：９月2B日（金）～30日（日）
※１日のみも可能

交通費は自己負担
２９日と３０日の昼食は主催者負担

ぴぃ瞳～る発水と芯か抵遊蔽毒

この冊子は､大豆インキおよび再生紙を使用していますｃ

びぃめ～るから、７月１日に『びいめ～る発

水となかよく遊ぶ本ｊが発行されました。

この本は、オリジナルキャラクター「びわこザ

ウルス」の物語（絵本）をもとに、水遊びので

きるスポット、水の歴史や水辺のマナー、さら

に琵琶湖や川、その水源である森を守る活動な

どを、森・川・まち・湖と分けて紹介するもの

です。

全スポットは、ぴいめ～るチェックマーク付

きで、使いやすさが一目でわかります。淡海ネ

ットワークセンターでもお求めいただけます。

バインダー形式のかわいい本。ぜひお出かけの

お供にどうぞ１

定価700円

叱星てんとうの星の位遡は？」「タンポ

ポの根っこの長さはどれくらい？」等な

ど、観察会の時に参加者に、より興味や

関心をもってもらうための一つの材料に

なっているスケッチブックをめくりなが

ら橘詰さんからの質問。「あれ？どうだっ

たかな」と、まわりのものをいつもなん

となく見ている自分に気づかされる。身

近なものだけに、それを自分の目で発見

した時の儲きはひとしおだろうなと思う。

そんな鮪きや感動の繰り返しが、時折話

の中に入ってくる子どもさんたちへのや

さしいまなざしをつくっているのかしら

と思えるようでした。

(編集ボランティア・谷口）

◎無断i賑'１雌側くお断りいたします。

この情報誌は古紙配合率'００%再生紙を使用しています｡に言菱

８月４日、５日名古屋rで開催された、ＮＰ

Ｏ全国フォーラム２００１に参加してきま

しだ。全国各地からＮＰＯ・市民活動関

係者が集まり、活発な識諭と交流が行わ

れました。９月29,30日の屋台村では、

みなさんﾉｰ淵会い、交流できることを楽

しみにしています。

(班務局川勝）
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回〒５巳Ｏ－ＯＢＯ１大津市におの浜1-1-20
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回http://www蜜biwa・nejp/~phmi-net
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ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/3を除く）
火～金曜日／9:OO～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日／9:OO～１７:ＯＯ

＠淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの情報交流総｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。

･各県蛎務所､県民情報室､県内図掛館､琵琶湖博物館､女性センター､文化産業会館､陶芸の森､草沸ｺﾐｭﾆﾃｨ支
援センター鴎県社福憾ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､さきらホール､滋賀銀行､郵便局(ボランティア貯
金窓口)､公民館など
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